
 

 
考考ええるる力力  表表すす力力  書書    くく  感じる力 話話すす・・聞聞くく  読  む 想像する力 

 

○どのような点に注意しなければならないかを自らの言葉で記述し、考えを

発表する。発表者の考えを読み取り、自分の考えとの違いや、共通点を理

解する。 

○文字式を利用して、奇数の和が偶数であることを説明する。 

  ２＝２×１ 
  ４＝２×２ 
  ６＝３×２ 
   ・ 
   ・ 
   ・ 
であることから、偶数は２ｎ（ｎは自然数）と表せることを理解する。 
同様にして、奇数は２ｎ－１（ｎは自然数）と表せることを理解する。 
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 中学校 ３年 数学科 × 
考える 

表す 

書く 
話す・聞く

◇ 客観的な根拠や事実を効果的に記述し、自分の意見や考えを筋道を立てて書く。

◇ 自分のものの見方や考え方を深め、目的に沿って効果的に話し合う。 

単元名 

本時の目標 

 文字式を利用して、ある命題が成り立つことを数学的な表

現を用いて一般的に証明する。（数学的な見方や考え方） 

「式の計算」 

まとめ 

ねらい 
「２つの奇数の和は偶数であることを証明  
 しよう。」 

導入 

教教材材等等のの例例  

本時の流れ 

○２つの奇数の和が偶数であることを証明するために、Ａさんの考えた証明
を見せて、気付いた点や、誤っている点、説明不足である点を考え、発表
する。 
 
○発表を聞き、正しい証明を完成する。 
 
 ＜正しい証明の留意点＞ 
   ①２つの奇数は別の文字で表さなければならないこと 
   ②ｍ，ｎのどちらにも自然数であるという条件が付くこと 
   ③和を計算したときに、２×（自然数）の形に表せ、それが偶数を表 
    していることを読み取れるようにすること 

展開 

育成したい

国 語 力

 

 

 事象の中にある数量や関係を、文字を使って表現・一般化する

ことで考える力を育成し、数学的な見方や考え方を伸ばします。

また、形式的な表現・処理を用いて新たな関係を見出したりし

て、表す力を身に付けます。 

国語力育成の視点 

 

Ａさんの証明 

  

2つの奇数の和は偶数である 

 

 証明 

  2つの奇数は、２ｎ－１，２ｎ－１と表せる。 

   

 
考える×書く 

 
 偶数の一般的な表し方を具体例から
考えさせ、文字を使って２ｎと表せる
ことに気付かせます。さらに、ｎには
「自然数である」という条件が付くこ
とを認識させます。 

視 点  １
    ２ｎ－１＋２ｎ－１＝４ｎ－２ 

 

 

  したがって、２つの奇数の和は偶数である。 

 

                     証明終わり 

正しい証明 

  

 
表す×話す・聞く 

 
 Ａさんの証明では、なぜ不十分なの
かを考えさせます。自分の考えを述べ
たり、正しい証明を検討させることに
より表す力を身に付けさせます。 

視 点  ２
 証明 

  2つの奇数は、２ｍ－１，２ｎ－１と表せる。 

  （ｍ、ｎは自然数） 

 

  これらの和は 

    ２ｍ－１＋２ｎ－１＝２ｍ＋２ｎ－２ 

             ＝２（ｍ＋ｎ－１） 

                  自然数  

  ２×（自然数）だから,これは偶数を表している。 

 

  したがって、２つの奇数の和は偶数である。 

 

                     証明終わり 


